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(57)【要約】
【課題】コストを低減することができ、スペース効率を
向上できる硬貨処理装置の提供。
【解決手段】上流側光源６７（Ｕ）からの光を硬貨搬送
方向に沿って導光し硬貨Ｃに搬送方向上流側から照射す
る上流側搬送方向導光板部９３（Ｕ）と、その側部から
搬送方向下流側に延出し上流側光源６７（Ｕ）からの光
を上流側光路変換部１０５（Ｕ）で硬貨搬送方向に対し
交差する方向に変換して硬貨Ｃに一の側方から照射する
一側導光板部１００（Ｕ）と、下流側光源６７（Ｌ）か
らの光を硬貨搬送方向に沿って導光し硬貨Ｃに搬送方向
下流側から照射する下流側搬送方向導光板部９３（Ｌ）
と、その側部から搬送方向上流側に延出し下流側光源６
７（Ｌ）からの光を下流側光路変換部１０５（Ｌ）で硬
貨搬送方向に対し交差する方向に変換して硬貨Ｃに他の
側方から照射する他側導光板部１００（Ｌ）とを有する
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送路を構成し上面の搬送面で硬貨を案内する透光性の搬送板と、
　前記搬送板の下側に設けられて前記搬送面上を移動する硬貨に光を照射する照射部と、
　前記搬送板の下側に設けられて前記搬送面上を移動する硬貨を識別する識別部と、
を有する硬貨処理装置であって、
　前記照射部は、
　前記識別部による硬貨識別位置に対して硬貨搬送方向上流側に配置される上流側光源と
、
　前記上流側光源の前記硬貨識別位置側に配置される上流側導光板部と、
　前記硬貨識別位置に対して搬送方向下流側に配置される下流側光源と、
　前記下流側光源の前記硬貨識別位置側に配置される下流側導光板部と、
を有し、
　前記上流側導光板部は、
　前記上流側光源からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し前記硬貨識別位置にある硬貨に
対して搬送方向上流側から照射する上流側搬送方向導光板部と、
　該上流側搬送方向導光板部の側部から搬送方向下流側に延出し前記上流側光源からの光
を硬貨搬送方向に沿って導光し上流側光路変換部で硬貨搬送方向に対し交差する方向に変
換して前記硬貨識別位置にある硬貨に対して一の側方から照射する一側導光板部と、を有
し、
　前記下流側導光板部は、
　前記下流側光源からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し前記硬貨識別位置にある硬貨に
対して搬送方向下流側から照射する下流側搬送方向導光板部と、
　該下流側搬送方向導光板部の側部から搬送方向上流側に延出し前記下流側光源からの光
を硬貨搬送方向に沿って導光し下流側光路変換部で硬貨搬送方向に対し交差する方向に変
換して前記硬貨識別位置にある硬貨に対して他の側方から照射する他側導光板部と、を有
することを特徴とする硬貨処理装置。
【請求項２】
　前記上流側搬送方向導光板部は、硬貨搬送方向上流側よりも下流側が前記搬送面に近づ
くように傾斜していて前記上流側光源からの前記上流側搬送方向導光板部に沿う光を上流
側かつ下側から下流側かつ上側に向けて照射し、
　前記一側導光板部は、硬貨搬送方向上流側よりも下流側が前記搬送面に近づくように傾
斜する上流側傾斜板部と、前記上流側光路変換部を含み前記搬送面に平行に配置される一
側平行板部とを有し、該一側平行板部は前記上流側光源からの前記上流側傾斜板部に沿う
光を上面で反射させ、前記上流側光路変換部で変換して、下面で反射させることにより前
記一の側方かつ下側から前記他の側方かつ上側に向けて照射し、
　前記下流側搬送方向導光板部は、硬貨搬送方向下流側よりも上流側が前記搬送面に近づ
くように傾斜していて前記下流側光源からの前記下流側搬送方向導光板部に沿う光を下流
側かつ下側から上流側かつ上側に向けて照射し、
　前記他側導光板部は、硬貨搬送方向下流側よりも上流側が前記搬送面に近づくように傾
斜する下流側傾斜板部と、前記下流側光路変換部を含み前記搬送面に平行に配置される他
側平行板部とを有し、該他側平行板部は前記下流側光源からの前記下流側傾斜板部に沿う
光を上面で反射させ、前記下流側光路変換部で変換して、下面で反射させることにより前
記他の側方かつ下側から前記一の側方かつ上側に向けて照射することを特徴とする請求項
１記載の硬貨処理装置。
【請求項３】
　前記一側平行板部の主発光面と、前記他側平行板部の主発光面とが互いに平行をなして
硬貨搬送方向の位置を合わせていることを特徴とする請求項２記載の硬貨処理装置。
【請求項４】
　硬貨搬送方向において前記主発光面の中央位置が前記硬貨識別位置と一致していること
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を特徴とする請求項３記載の硬貨処理装置。
【請求項５】
　前記一側導光板部は前記搬送面の通路幅方向の前記一側導光板部側の端から通路幅の１
／４の位置に向けて光を照射することになり、
　前記他側導光板部は前記搬送面の通路幅方向の前記他側導光板部側の端から通路幅の１
／４の位置に向けて光を照射することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項記載の
硬貨処理装置。
【請求項６】
　前記上流側導光板部には、上側に上流側反射板が設けられ下側に上流側光吸収シートが
設けられており、
　前記下流側導光板部には、上側に下流側反射板が設けられ下側に下流側光吸収シートが
設けられていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項記載の硬貨処理装置。
【請求項７】
　前記上流側光源と前記上流側導光板部と前記上流側反射板と前記上流側光吸収シートと
を有する上流側組立体と、
　前記下流側光源と前記下流側導光板部と前記下流側反射板と前記下流側光吸収シートと
を有する下流側組立体と、が共通部品であることを特徴とする請求項６記載の硬貨処理装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬貨処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　硬貨判別装置において、ラインセンサを囲むように多数の発光素子を配置して、これら
の発光素子から硬貨に光を照射する装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３３１２１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の装置は、硬貨に全方向から光を照射可能なため、判別精度が向上することになる
が、光源の数が多くなるため、部品点数が増大するとともに構造が複雑化し、コストが増
大してしまう。また、特に通路幅方向における光源の設置スペースが必要となるため、実
装する際のスペース効率が悪いという課題があった。
【０００５】
　したがって、本発明は、コストを低減することができ、スペース効率を向上できる硬貨
処理装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明は、搬送路を構成し上面の搬送面で硬
貨を案内する透光性の搬送板と、前記搬送板の下側に設けられて前記搬送面上を移動する
硬貨に光を照射する照射部と、前記搬送板の下側に設けられて前記搬送面上を移動する硬
貨を識別する識別部と、を有する硬貨処理装置であって、前記照射部は、前記識別部によ
る硬貨識別位置に対して硬貨搬送方向上流側に配置される上流側光源と、前記上流側光源
の前記硬貨識別位置側に配置される上流側導光板部と、前記硬貨識別位置に対して搬送方
向下流側に配置される下流側光源と、前記下流側光源の前記硬貨識別位置側に配置される
下流側導光板部と、を有し、前記上流側導光板部は、前記上流側光源からの光を硬貨搬送
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方向に沿って導光し前記硬貨識別位置にある硬貨に対して搬送方向上流側から照射する上
流側搬送方向導光板部と、該上流側搬送方向導光板部の側部から搬送方向下流側に延出し
前記上流側光源からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し上流側光路変換部で硬貨搬送方向
に対し交差する方向に変換して前記硬貨識別位置にある硬貨に対して一の側方から照射す
る一側導光板部と、を有し、前記下流側導光板部は、前記下流側光源からの光を硬貨搬送
方向に沿って導光し前記硬貨識別位置にある硬貨に対して搬送方向下流側から照射する下
流側搬送方向導光板部と、該下流側搬送方向導光板部の側部から搬送方向上流側に延出し
前記下流側光源からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し下流側光路変換部で硬貨搬送方向
に対し交差する方向に変換して前記硬貨識別位置にある硬貨に対して他の側方から照射す
る他側導光板部と、を有することを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明において、前記上流側搬送方向導光板部は
、硬貨搬送方向上流側よりも下流側が前記搬送面に近づくように傾斜していて前記上流側
光源からの前記上流側搬送方向導光板部に沿う光を上流側かつ下側から下流側かつ上側に
向けて照射し、前記一側導光板部は、硬貨搬送方向上流側よりも下流側が前記搬送面に近
づくように傾斜する上流側傾斜板部と、前記上流側光路変換部を含み前記搬送面に平行に
配置される一側平行板部とを有し、該一側平行板部は前記上流側光源からの前記上流側傾
斜板部に沿う光を上面で反射させ、前記上流側光路変換部で変換して、下面で反射させる
ことにより前記一の側方かつ下側から前記他の側方かつ上側に向けて照射し、前記下流側
搬送方向導光板部は、硬貨搬送方向下流側よりも上流側が前記搬送面に近づくように傾斜
していて前記下流側光源からの前記下流側搬送方向導光板部に沿う光を下流側かつ下側か
ら上流側かつ上側に向けて照射し、前記他側導光板部は、硬貨搬送方向下流側よりも上流
側が前記搬送面に近づくように傾斜する下流側傾斜板部と、前記下流側光路変換部を含み
前記搬送面に平行に配置される他側平行板部とを有し、該他側平行板部は前記下流側光源
からの前記下流側傾斜板部に沿う光を上面で反射させ、前記下流側光路変換部で変換して
、下面で反射させることにより前記他の側方かつ下側から前記一の側方かつ上側に向けて
照射することを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、請求項２に係る発明において、前記一側平行板部の主発光面と
、前記他側平行板部の主発光面とが互いに平行をなして硬貨搬送方向の位置を合わせてい
ることを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、請求項３に係る発明において、硬貨搬送方向において前記主発
光面の中央位置が前記硬貨識別位置と一致していることを特徴とする。
【００１０】
　請求項５に係る発明は、請求項１乃至４のいずれか一項に係る発明において、前記一側
導光板部は前記搬送面の通路幅方向の前記一側導光板部側の端から通路幅の１／４の位置
に向けて光を照射することになり、前記他側導光板部は前記搬送面の通路幅方向の前記他
側導光板部側の端から通路幅の１／４の位置に向けて光を照射することを特徴とする。
【００１１】
　請求項６に係る発明は、請求項１乃至５のいずれか一項に係る発明において、前記上流
側導光板部には、上側に上流側反射板が設けられ下側に上流側光吸収シートが設けられて
おり、前記下流側導光板部には、上側に下流側反射板が設けられ下側に下流側光吸収シー
トが設けられていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項７に係る発明は、請求項６に係る発明において、前記上流側光源と前記上流側導
光板部と前記上流側反射板と前記上流側光吸収シートとを有する上流側組立体と、前記下
流側光源と前記下流側導光板部と前記下流側反射板と前記下流側光吸収シートとを有する
下流側組立体と、が共通部品であることを特徴とする。
【発明の効果】



(5) JP 2015-102894 A 2015.6.4

10

20

30

40

50

【００１３】
　請求項１に係る発明によれば、上流側搬送方向導光板部が上流側光源からの光を硬貨搬
送方向に沿って導光し硬貨識別位置にある硬貨に対して搬送方向上流側から照射する。ま
た、この上流側搬送方向導光板部の側部から搬送方向下流側に延出する一側導光板部が上
流側光源からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し上流側光路変換部で硬貨搬送方向に対し
交差する方向に変換して硬貨識別位置にある硬貨に対して一の側方から照射する。また、
下流側搬送方向導光板部が下流側光源からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し硬貨識別位
置にある硬貨に対して搬送方向下流側から照射する。また、この下流側搬送方向導光板部
の側部から搬送方向上流側に延出する他側導光板部が下流側光源からの光を硬貨搬送方向
に沿って導光し下流側光路変換部で硬貨搬送方向に対し交差する方向に変換して硬貨識別
位置にある硬貨に対して他の側方から照射する。このように、上流側光源と上流側導光板
部と下流側光源と下流側導光板部とによって硬貨に四方向から光を照射することができる
。よって、部品点数を低減でき、構造を簡素化できる上、硬貨に四方向から光を照射する
ことによって硬貨の模様が鮮明となり識別部による識別精度を向上させることができる。
一側導光板部と他側導光板部とで硬貨に通路幅方向の両側から光を照射するため、この通
路幅方向における光源の設置スペースが不要となり、実装する際のスペース効率が向上す
る。
【００１４】
　請求項２に係る発明によれば、上流側搬送方向導光板部が、上流側光源からの光を上流
側かつ下側から下流側かつ上側に向けて照射し、一側導光板部が、上流側光源からの光を
一の側方かつ下側から他の側方かつ上側に向けて照射することになる。また、下流側搬送
方向導光板部が、下流側光源からの光を下流側かつ下側から上流側かつ上側に向けて照射
し、他側平行板部が、下流側光源からの光を他の側方かつ下側から一の側方かつ上側に向
けて照射することになる。これにより、硬貨への四方向からの光の照射角度を浅くするこ
とが容易に可能になり、硬貨の凹凸により生じる陰影をより際立たせることができる。よ
って、識別部による識別精度をさらに向上させることができる。
【００１５】
　請求項３に係る発明によれば、一側平行板部の主発光面と、他側平行板部の主発光面と
が互いに平行をなして硬貨搬送方向の位置を合わせているため、照射ムラを抑制しつつ硬
貨に通路幅方向両側から良好に光を照射できることになる。よって、識別部による識別精
度をさらに向上させることができる。
【００１６】
　請求項４に係る発明によれば、硬貨搬送方向において主発光面の中央位置が識別部によ
る硬貨の硬貨識別位置と一致しているため、識別部による識別精度をさらに向上させるこ
とができる。
【００１７】
　請求項５に係る発明によれば、一側導光板部は搬送面の通路幅方向の一側導光板部側の
端から通路幅の１／４の位置に向けて光を照射することになり、他側導光板部は搬送面の
通路幅方向の他側導光板部側の端から通路幅の１／４の位置に向けて光を照射するため、
照射ムラを抑制しつつ硬貨の下面の通路幅方向の全体に良好に光を照射することができる
。よって、識別部による識別精度をさらに向上させることができる。
【００１８】
　請求項６に係る発明によれば、上流側導光板部には、上側に上流側反射板が設けられ下
側に上流側光吸収シートが設けられているため、上流側光源からの光の上方への拡散を上
流側反射板で抑制するとともに、上流側光源からの光が識別部に直接及ぶことを上流側光
吸収シートで抑制する。よって、上流側光源からの光を効率良く硬貨に照射することがで
きるとともに、上流側光源からの光で識別部の識別精度に及ぼす影響を低減することがで
きる。同様に、下流側導光板部には、上側に下流側反射板が設けられ下側に下流側光吸収
シートが設けられているため、下流側光源からの光の上方への拡散を下流側反射板で抑制
するとともに、下流側光源からの光が識別部に直接及ぶことを下流側光吸収シートで抑制
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する。よって、下流側光源からの光を効率良く硬貨に照射することができるとともに、下
流側光源からの光で識別部の識別精度に及ぼす影響を低減することができる。
【００１９】
　請求項７に係る発明によれば、上流側光源と上流側導光板部と上流側反射板と上流側光
吸収シートとを有する上流側組立体と、下流側光源と下流側導光板部と下流側反射板と下
流側光吸収シートとを有する下流側組立体とが共通部品であるため、製造効率の向上が図
れるとともに部品管理が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置を示す平面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の識別装置部を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の識別装置部の要部を示す斜視図である
。
【図４】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の識別装置部を示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の識別装置部を示す断面図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の組立体の要部を示す三面図であって、
ＬＥＤの光軸上の光の光路を説明するものである。
【図７】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の組立体の要部を示す部分斜視図であっ
て、ＬＥＤの光軸上の光の光路を説明するものである。
【図８】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の組立体の要部を示す部分斜視図であっ
て、ＬＥＤの光軸上の光の光路を説明するものである。
【図９】本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置の組立体の要部を示す部分斜視図であっ
て、ＬＥＤの光軸上の光の光路を説明するものである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の一実施形態に係る硬貨処理装置を図面を参照して以下に説明する。
　本実施形態に係る硬貨処理装置は、機外から投入されたバラ硬貨を識別しつつ計数して
金種別に収納する硬貨処理装置である。図１に示すように、本実施形態に係る硬貨処理装
置１は、外部から硬貨が投入される硬貨投入繰出部１０を有している。
【００２２】
　硬貨投入繰出部１０は、水平に配置された回転円盤１２と、この回転円盤１２の外縁部
から鉛直に立ち上がる、一部が切り欠かれた略円筒状の側壁部１３と、回転円盤１２との
間に硬貨一枚分の隙間をもって側壁部１３の切欠部分に設けられた分別環１４とを有して
いる。
【００２３】
　硬貨投入繰出部１０には、機外からバラ硬貨が投入される。この状態で回転円盤１２が
図１における反時計回りに回転すると、その遠心力によって硬貨が側壁部１３の内周面に
沿って運ばれる。さらに硬貨は、回転円盤１２と分別環１４との隙間を介して一枚ずつ分
離されて硬貨投入繰出部１０から外に順次繰出される。
【００２４】
　硬貨投入繰出部１０の硬貨繰出位置には、硬貨投入繰出部１０から繰り出された硬貨を
一列状に案内する搬送路２０と、搬送路２０上の硬貨を搬送するフィードユニット２１と
が設けられている。
【００２５】
　搬送路２０は、回転円盤１２の接線方向に沿って配置された第１搬送部２３と、この第
１搬送部２３の回転円盤１２とは反対側から直交方向に延出する第２搬送部２４と、この
第２搬送部２４の第１搬送部２３とは反対側から直交方向に延出する第３搬送部２５とを
有している。第１搬送部２３には、搬送中の硬貨の金種を識別しつつ計数する識別装置部
２７が設けられている。
【００２６】
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　第２搬送部２４には、硬貨を落下可能であり落下した硬貨を機外に取出可能に案内する
リジェクト口２８と、識別装置部２７で識別不能と識別された硬貨をリジェクト口２８に
落下させるリジェクト部２９とが設けられている。リジェクト口２８から落下した硬貨は
、図示略のリジェクト箱に排出される。
【００２７】
　第３搬送部２５には、識別装置部２７で計数された硬貨を金種別に選別する選別部３２
が設けられている。この選別部３２は、硬貨を落下可能な金種別の選別口３２ａ～３２ｆ
を有しており、これら選別口３２ａ～３２ｆが第３搬送部２５の延在方向に並べられて設
けられている。これら選別口３２ａ～３２ｆは、硬貨を小さい外径のものから落下させる
ようになっており、最も上流側の選別口３２ａが１円硬貨を、その下流側の選別口３２ｂ
が５０円硬貨を、その下流側の選別口３２ｃが５円硬貨を、その下流側の選別口３２ｄが
１００円硬貨を、その下流側の選別口３２ｅが１０円硬貨を、その下流側の選別口３２ｆ
が５００円硬貨を、それぞれ別々に落下させるようになっている。各選別口３２ａ～３２
ｆの直前位置には硬貨を検知する硬貨検知センサ３３ａ～３３ｆが設けられており、硬貨
検知センサ３３ａ～３３ｆの隣り合うもの同士の検知枚数の差から、選別口３２ａ～３２
ｆのうちの間にあるものから落下した硬貨の数を計数するようになっている。
【００２８】
　フィードユニット２１は、複数の搬送ベルト３５，３６を有しており、これらの搬送ベ
ルト３５，３６が、硬貨投入繰出部１０から繰り出された硬貨を上側から搬送路２０に押
し付けて搬送する。この搬送中、硬貨は、まず、識別装置部２７で識別され計数されるこ
とになる。識別装置部２７で識別不能であった硬貨は、リジェクト部２９によってリジェ
クト口２８から落下させられ、それ以外の硬貨は、選別部３２の金種別の選別口３２ａ～
３２ｆの対応するものから落下する。
【００２９】
　なお、図示は略すが、選別口３２ａ～３２ｆの下側には、選別口３２ａ～３２ｆから落
下した硬貨を機外に返却可能に一時貯留する金種別の一時貯留部と、一時貯留部に貯留さ
れた硬貨を出金可能に収納する金種別の出金収納部とが設けられている。
【００３０】
　識別装置部２７は、搬送路２０の第１搬送部２３に設けられている。第１搬送部２３に
おいて硬貨搬送方向に対して直交する水平方向を通路幅方向とすると、第１搬送部２３は
、上面の搬送面３９が水平に配置されて回転円盤１２の接線方向に直線状に延びる通路部
４０と、通路部４０の通路幅方向両側に立設されて通路部４０と同方向に延びる側壁部４
１，４２とを有している。通路部４０は、硬貨投入繰出部１０から繰り出された硬貨の下
面を搬送面３９で支持してその移動を案内することになり、側壁部４１，４２はその際に
硬貨が一列状に並ぶように硬貨の外周面を案内する。
【００３１】
　識別装置部２７は、通路部４０の一部を構成する搬送板４５を有している。搬送板４５
は、その上面の搬送面４６が搬送面３９の一部を構成することになり、搬送面３９の他の
部分と同様、硬貨の下面を案内する。搬送板４５は、透光性の材料からなり、具体的には
ガラス板からなっている。
【００３２】
　識別装置部２７は、図２に示すように、搬送板４５の上側の通路幅方向の両側にガイド
部材４８，４９を有している。ガイド部材４８は、図１に示す側壁部４１の一部を構成し
ており、ガイド部材４９は、図１に示す側壁部４２の一部を構成している。図２に示すよ
うに、搬送板４５はその上面のガイド部材４８，４９の間部分が硬貨Ｃを案内する搬送面
４６となっている。
【００３３】
　識別装置部２７は、図３～図５に示すように、上記した搬送板４５と、この搬送板４５
の下側に設けられて、搬送面４６上を移動する硬貨Ｃに光を照射する照射部５１と、搬送
板４５の下側に設けられて搬送面４６上を移動する硬貨Ｃを識別する識別部５２とを有し
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ている。
【００３４】
　識別部５２は、搬送板４５の下側に配置される集光部としてのセルホックレンズ５５と
、セルホックレンズ５５の下側に配置される画像検出部としてのラインセンサ５６とを有
している。セルホックレンズ５５およびラインセンサ５６は、搬送面４６の通路幅方向に
延在するように配置されており、搬送面４６における硬貨搬送方向の位置を互いに一致さ
せている。識別部５２は、セルホックレンズ５５およびラインセンサ５６によって、これ
らの真上の硬貨識別位置にある硬貨Ｃの通路幅方向に沿う線画像を検出しこの線画像を時
系列的につないで硬貨Ｃの外径および模様を簡易的に検出して、真偽、正損、金種等を識
別する。
【００３５】
　照射部５１は、セルホックレンズ５５およびラインセンサ５６の真上である、識別部５
２による硬貨の硬貨識別位置（以下、硬貨識別位置と称す）に対して硬貨搬送方向上流側
および下流側にそれぞれ配置される共通部品である組立体６１，６１を有している。以下
の説明においては、硬貨識別位置に対して硬貨搬送方向上流側に設けられる組立体６１お
よびその構成部品の符号に（Ｕ）を添え、硬貨識別位置に対して硬貨搬送方向下流側に設
けられる組立体６１およびその構成部品の符号に（Ｌ）を添えて、それぞれを区別する。
【００３６】
　図３に示すように、組立体６１（Ｕ）は、一対の組立体６１（Ｕ），６１（Ｌ）のうち
硬貨搬送方向上流側に設けられる上流側組立体である。組立体６１（Ｕ）は、基板６５（
Ｕ）と、基板６５（Ｕ）に実装される複数のＬＥＤ６６（Ｕ）からなる光源６７（Ｕ）と
、基板６５（Ｕ）に載置される導光板６８（Ｕ）と、導光板６８（Ｕ）の上面に貼着され
る反射板６９（Ｕ）と、導光板６８（Ｕ）の硬貨識別位置側の下側に配置される光吸収シ
ート７０（Ｕ）とを有しており、これらが組み立てられて一体的に構成されている。反射
板６９（Ｕ）は、組立体６１（Ｕ），６１（Ｌ）のうち硬貨搬送方向上流側の組立体６１
（Ｕ）に設けられる上流側反射板であり、光吸収シート７０（Ｕ）は、硬貨搬送方向上流
側の組立体６１（Ｕ）に設けられる上流側光吸収シートである。
【００３７】
　上流側組立体６１（Ｕ）の基板６５（Ｕ）は、搬送面４６に平行な状態から、通路幅方
向に平行をなす仮想軸線を中心に硬貨搬送方向上流側よりも下流側が搬送面４６に近づく
ように傾斜させられている。
【００３８】
　基板６５（Ｕ）の上面に実装された光源６７（Ｕ）は、硬貨識別位置に対して硬貨搬送
方向上流側に配置される上流側光源となっている。この光源６７（Ｕ）を構成する複数（
具体的には８個）のＬＥＤ６６（Ｕ）は、すべて硬貨搬送方向の位置および高さを合わせ
ており、通路幅方向に等間隔で一列状に配置されている。これらＬＥＤ６６（Ｕ）は、光
軸の方向を基板６５（Ｕ）の上面に平行かつ平面視で硬貨搬送方向に平行な方向としてお
り、硬貨搬送方向の下流側つまり硬貨識別位置側に向けている。
【００３９】
　導光板６８（Ｕ）は、透明アクリル板からなるもので、中間部分に板厚方向に貫通する
配置穴９１（Ｕ）が形成されている。導光板６８（Ｕ）は、この配置穴９１（Ｕ）内に複
数のＬＥＤ６６（Ｕ）を配置するようにして基板６５（Ｕ）上に載置されて基板６５（Ｕ
）に取り付けられている。導光板６８（Ｕ）は、基板６５（Ｕ）上に載置される平板状の
平板部９２（Ｕ）を有している。
【００４０】
　平板部９２（Ｕ）は、配置穴９１（Ｕ）の硬貨搬送方向下流側に位置する前側導光板部
９３（Ｕ）と、配置穴９１（Ｕ）の通路幅方向両側に位置する側板部９４（Ｕ），９５（
Ｕ）と、配置穴９１（Ｕ）の硬貨搬送方向上流側に位置する背板部９６（Ｕ）とを有して
いる。平板部９２（Ｕ）は、基板６５（Ｕ）に載置されることで基板６５（Ｕ）と同様に
傾斜して配置されている。つまり、平板部９２（Ｕ）は、硬貨搬送方向上流側よりも下流
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側が搬送面４６に近づくように傾斜して配置されている。平板部９２（Ｕ）は、図４に示
すように、搬送面４６とのなす角度θ１（Ｕ）が０度よりも大きく１５度以下の範囲で傾
斜させられており、具体的にはθ１（Ｕ）＝１０度に傾斜させられている。よって、平板
部９２（Ｕ）は、搬送面４６に対して鋭角をなしており、硬貨搬送方向の位置が同じなら
ば搬送面４６からの距離が等距離となっている。
【００４１】
　前側導光板部９３（Ｕ）は、硬貨識別位置に対して硬貨搬送方向上流側に配置されてい
る。前側導光板部９３（Ｕ）は前端面９８（Ｕ）および後端面９９（Ｕ）が板厚方向に平
行をなしかつ通路幅方向に平行をなしている。
【００４２】
　導光板６８（Ｕ）は、図３に示すように、前側導光板部９３（Ｕ）の硬貨搬送方向下流
側の通路幅方向の一側部から硬貨搬送方向下流側に延出する延出導光板部１００（Ｕ）を
有している。前側導光板部９３（Ｕ）と延出導光板部１００（Ｕ）とが、光源６７（Ｕ）
の硬貨識別位置側に配置される上流側の導光板部１０１（Ｕ）となっている。
【００４３】
　延出導光板部１００（Ｕ）は、前側導光板部９３（Ｕ）と同一平面に配置されることで
硬貨搬送方向上流側よりも下流側が搬送面４６に近づくように傾斜する基端側の基端板部
１０２（Ｕ）と、搬送面４６に対して平行をなすように基端板部１０２（Ｕ）に対して屈
曲する先端側の先端板部１０３（Ｕ）とを有している。基端板部１０２（Ｕ）は、上流側
の導光板６８（Ｕ）において搬送面４６に対し傾斜する上流側傾斜板部となっている。先
端板部１０３（Ｕ）は通路幅方向の一側で搬送面４６に対して平行をなす一側平行板部と
なっている。
【００４４】
　延出導光板部１００（Ｕ）の先端板部１０３（Ｕ）には、通路幅方向の外側に、板厚方
向に平行をなすとともに平面視で硬貨搬送方向に対して傾斜する傾斜面１０５（Ｕ）が形
成されている。先端板部１０３（Ｕ）には、通路幅方向の内側に板厚方向に平行をなすと
ともに平面視で硬貨搬送方向に対して平行をなす端面１０６（Ｕ）が形成されている。端
面１０６（Ｕ）は、延出導光板部１００（Ｕ）の中で主に発光する主発光面となっている
。硬貨搬送方向において端面１０６（Ｕ）の中央位置が、セルホックレンズ５５およびラ
インセンサ５６の位置、つまり硬貨識別位置と一致している。
【００４５】
　光源６７（Ｕ）を構成する複数のＬＥＤ６６（Ｕ）のうち、最も延出導光板部１００（
Ｕ）側の一つのＬＥＤ６６（Ｕ）は、この延出導光板部１００（Ｕ）と通路幅方向の位置
を合わせており、残りの複数（具体的には７個）のＬＥＤ６６（Ｕ）は、前側導光板部９
３（Ｕ）の延出導光板部１００（Ｕ）が形成されていない部分と通路幅方向の位置を合わ
せている。前側導光板部９３（Ｕ）は、複数のＬＥＤ６６（Ｕ）つまり光源６７（Ｕ）と
、硬貨識別位置との間に配置されている。
【００４６】
　前側導光板部９３（Ｕ）は、これと通路幅方向の位置を合わせている複数のＬＥＤ６６
（Ｕ）からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し前側導光板部９３（Ｕ）の硬貨搬送方向下
流側の図４に示す前端面９８（Ｕ）から発光させて、硬貨識別位置にある硬貨Ｃに対して
搬送方向上流側から照射する。前側導光板部９３（Ｕ）は、硬貨識別位置よりも上流側の
上流側搬送方向導光板部となっている。
【００４７】
　前側導光板部９３（Ｕ）は、その板厚方向に直交する方向かつ平面視で硬貨搬送方向に
平行する方向に、複数のＬＥＤ６６（Ｕ）のそれぞれの光軸上の光を導光することになる
。前側導光板部９３（Ｕ）は、硬貨搬送方向上流側よりも下流側が搬送面４６に近づくよ
うに傾斜していることから、複数のＬＥＤ６６（Ｕ）のそれぞれからの光軸上の光を平面
視で硬貨搬送方向に平行に、上流側かつ下側から下流側かつ上側に向けて照射する。この
ときの照射角度は、前側導光板部９３（Ｕ）の傾斜と同様に、搬送面４６に対し０度より
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大きく１５度以下（具体的には１０度）となっている。
【００４８】
　図３に示すように、延出導光板部１００（Ｕ）は、この延出導光板部１００（Ｕ）と通
路幅方向の位置を合わせているＬＥＤ６６（Ｕ）からの光軸上の光を、基端板部１０２（
Ｕ）が前側導光板部９３（Ｕ）と同様、板厚方向に直交しかつ平面視で硬貨搬送方向に平
行をなすように導光し（図６～図９に示す光路Ｘ１，Ｘ２参照）、その後、先端板部１０
３（Ｕ）がこれに設けられた傾斜面１０５（Ｕ）で反射させることで硬貨搬送方向に対し
交差する方向に変換して硬貨識別位置にある硬貨Ｃに対して一の側方の下側から通路幅方
向に沿って他の側方の上側に向けて照射する（図６～図９に示す光路Ｘ３～Ｘ５参照）。
つまり、延出導光板部１００（Ｕ）は通路幅方向一側に位置する一側導光板部となってお
り、傾斜面１０５（Ｕ）は、上流側の導光板６８（Ｕ）の延出導光板部１００（Ｕ）に形
成された上流側光路変換部となっている。
【００４９】
　より詳しくは、先端板部１０３（Ｕ）はＬＥＤ６６（Ｕ）からの基端板部１０２（Ｕ）
に沿う平面視で搬送方向に平行な光軸上の光（図６～図９に示す光路Ｘ１参照）を上面１
０７（Ｕ）で反射させ（図６～図９に示す光路Ｘ２参照）、傾斜面１０５（Ｕ）によって
平面視で通路幅方向に平行な方向に変換して（図６～図９に示す光路Ｘ３参照）、下面１
０８（Ｕ）で反射させることにより（図６～図９に示す光路Ｘ４参照）、端面１０６（Ｕ
）から、平面視で通路幅方向に沿う姿勢のまま通路幅方向の一の側方かつ下側から他の側
方かつ上側に向けて照射する（図６～図９に示す光路Ｘ５参照。光路Ｘ５は硬貨搬送方向
に直交する平面内に配置される）。なお、端面１０６（Ｕ）から大気へ出射する際の屈折
率の違いから出射後は出射直前よりもさらに上向きに傾斜する。図５に示すように、この
出射光の搬送面４６に対する角度θ２（Ｕ）が０度より大きく２０度以下（具体的には１
５度）となるように設定されている。延出導光板部１００（Ｕ）は、搬送面４６の通路幅
方向の延出導光板部１００（Ｕ）側の端から通路幅Ｗの１／４の位置つまりＷ／４の位置
に向けてＬＥＤ６６（Ｕ）からの光軸上の光を照射するようになっている。
【００５０】
　図３に示す反射板６９（Ｕ）は、導光板６８（Ｕ）の平板部９２（Ｕ）の上面全体を覆
っており、配置穴９１（Ｕ）の上部開口を塞いでいる。延出導光板部１００（Ｕ）は反射
板で覆われてはいない。また、光吸収シート７０（Ｕ）は、図示略の支持部材を介して基
板６５（Ｕ）に取り付けられており、前側導光板部９３（Ｕ）の硬貨識別位置側の下側に
これと平行に配置され、延出導光板部１００（Ｕ）の下方に配置されている。
【００５１】
　組立体６１（Ｌ）は、一対の組立体６１（Ｕ），６１（Ｌ）のうち硬貨搬送方向下流側
に設けられる下流側組立体である。組立体６１（Ｌ）は、基板６５（Ｌ）と、基板６５（
Ｌ）に実装される複数のＬＥＤ６６（Ｌ）からなる光源６７（Ｌ）と、基板６５（Ｌ）に
載置される導光板６８（Ｌ）と、導光板６８（Ｌ）の上面に貼着される反射板６９（Ｌ）
と、導光板６８（Ｌ）の硬貨識別位置側の下側に配置される光吸収シート７０（Ｌ）とを
有しており、これらが組み立てられて一体的に構成されている。反射板６９（Ｌ）は、組
立体６１（Ｕ），６１（Ｌ）のうち硬貨搬送方向下流側の組立体６１（Ｌ）に設けられる
下流側反射板であり、光吸収シート７０（Ｌ）は、硬貨搬送方向下流側の組立体６１（Ｌ
）に設けられる下流側光吸収シートである。
【００５２】
　下流側組立体６１（Ｌ）の基板６５（Ｌ）は、搬送面４６に平行な状態から、通路幅方
向に平行な仮想軸線を中心に硬貨搬送方向下流側よりも上流側が搬送面４６に近づくよう
に傾斜させられている。
【００５３】
　基板６５（Ｌ）の上面に実装された光源６７（Ｌ）は、硬貨識別位置に対して硬貨搬送
方向下流側に配置される下流側光源となっている。この光源６７（Ｌ）を構成する複数（
具体的には８個）のＬＥＤ６６（Ｌ）は、すべて硬貨搬送方向の位置および高さを合わせ
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ており、通路幅方向に等間隔で一列状に配置されている。これらＬＥＤ６６（Ｌ）は、光
軸の方向を基板６５（Ｌ）の上面に平行かつ平面視で硬貨搬送方向に平行な方向としてお
り、硬貨搬送方向の上流側つまり硬貨識別位置側に向けている。
【００５４】
　導光板６８（Ｌ）は、透明アクリル板からなるもので、中間部分に板厚方向に貫通する
配置穴９１（Ｌ）が形成されている。導光板６８（Ｌ）は、この配置穴９１（Ｌ）内に複
数のＬＥＤ６６（Ｌ）を配置するようにして基板６５（Ｌ）上に載置されて基板６５（Ｌ
）に取り付けられている。導光板６８（Ｌ）は、基板６５（Ｌ）上に載置される平板状の
平板部９２（Ｌ）を有している。
【００５５】
　平板部９２（Ｌ）は、配置穴９１（Ｌ）の硬貨搬送方向上流側に位置する前側導光板部
９３（Ｌ）と、配置穴９１（Ｌ）の通路幅方向両側に位置する側板部９４（Ｌ），９５（
Ｌ）と、配置穴９１（Ｌ）の硬貨搬送方向下流側に位置する背板部９６（Ｌ）とを有して
いる。平板部９２（Ｌ）は、基板６５（Ｌ）に載置されることで基板６５（Ｌ）と同様に
傾斜して配置されている。つまり、平板部９２（Ｌ）は、硬貨搬送方向下流側よりも上流
側が搬送面４６に近づくように傾斜して配置されている。平板部９２（Ｌ）は、図４に示
すように搬送面４６とのなす角度θ１（Ｌ）が０度よりも大きく１５度以下の範囲で傾斜
させられており、具体的にはθ１（Ｌ）＝１０度に傾斜させられている。よって、平板部
９２（Ｌ）は、搬送面４６に対して鋭角をなしており、硬貨搬送方向の位置が同じならば
搬送面４６からの距離が等距離となっている。
【００５６】
　前側導光板部９３（Ｌ）は、硬貨識別位置に対して硬貨搬送方向下流側に配置されてい
る。前側導光板部９３（Ｌ）は前端面９８（Ｌ）および後端面９９（Ｌ）が板厚方向に平
行をなしかつ通路幅方向に平行をなしている。
【００５７】
　図３に示すように、導光板６８（Ｌ）は、前側導光板部９３（Ｌ）の硬貨搬送方向上流
側の通路幅方向の一側部（延出導光板部１００（Ｕ）とは反対側の側部）から硬貨搬送方
向上流側に延出する延出導光板部１００（Ｌ）を有している。前側導光板部９３（Ｌ）と
延出導光板部１００（Ｌ）とが光源６７（Ｌ）の硬貨識別位置側に配置される下流側の導
光板部１０１（Ｌ）となっている。
【００５８】
　延出導光板部１００（Ｌ）は、前側導光板部９３（Ｌ）と同一平面に配置されることで
硬貨搬送方向下流側よりも上流側が搬送面４６に近づくように傾斜する基端側の基端板部
１０２（Ｌ）と、搬送面４６に対して平行をなすように基端板部１０２（Ｌ）に対して屈
曲する先端側の先端板部１０３（Ｌ）とを有している。基端板部１０２（Ｌ）は、下流側
の導光板６８（Ｌ）において搬送面４６に対し傾斜する下流側傾斜板部となっている。先
端板部１０３（Ｌ）は通路幅方向の先端板部１０３（Ｕ）とは反対の他側で図４に示すよ
うに搬送面４６に対して平行をなす他側平行板部となっている。
【００５９】
　図３に示すように、延出導光板部１００（Ｌ）の先端板部１０３（Ｌ）には、通路幅方
向の外側に、板厚方向に平行をなすとともに平面視で硬貨搬送方向に対して傾斜する傾斜
面１０５（Ｌ）が形成されている。先端板部１０３（Ｌ）には、通路幅方向の内側に板厚
方向に平行をなすとともに平面視で硬貨搬送方向に対して平行をなす端面１０６（Ｌ）が
形成されている。端面１０６（Ｌ）は、延出導光板部１００（Ｌ）の中で主に発光する主
発光面となっている。硬貨搬送方向において端面１０６（Ｌ）の中央位置が、セルホック
レンズ５５およびラインセンサ５６の位置、つまり硬貨識別位置と一致している。先端板
部１０３（Ｌ）の端面１０６（Ｌ）と、先端板部１０３（Ｕ）の端面１０６（Ｕ）とが互
いに平行をなして硬貨搬送方向の位置を合わせている。言い換えれば、端面１０６（Ｌ）
と端面１０６（Ｕ）とは通路幅方向において対向している。
【００６０】
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　光源６７（Ｌ）を構成する複数のＬＥＤ６６（Ｌ）のうち、最も延出導光板部１００（
Ｌ）側の一つのＬＥＤ６６（Ｌ）は、この延出導光板部１００（Ｌ）と通路幅方向の位置
を合わせており、残りの複数（具体的には７個）のＬＥＤ６６（Ｌ）は、前側導光板部９
３（Ｌ）の延出導光板部１００（Ｌ）が形成されていない部分と通路幅方向の位置を合わ
せている。前側導光板部９３（Ｌ）は、複数のＬＥＤ６６（Ｌ）つまり光源６７（Ｌ）と
、硬貨識別位置との間に配置されている。
【００６１】
　前側導光板部９３（Ｌ）は、これと通路幅方向の位置を合わせている複数のＬＥＤ６６
（Ｌ）からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し前側導光板部９３（Ｌ）の硬貨搬送方向上
流側の前端面９８（Ｌ）から発光させて、硬貨識別位置にある硬貨Ｃに対して搬送方向下
流側から照射する。前側導光板部９３（Ｌ）は、硬貨識別位置よりも下流側の下流側搬送
方向導光板部となっている。
【００６２】
　前側導光板部９３（Ｌ）は、その板厚方向に直交する方向かつ平面視で硬貨搬送方向に
平行する方向に、複数のＬＥＤ６６（Ｌ）のそれぞれの光軸上の光を導光することになる
。硬貨搬送方向下流側よりも上流側が搬送面４６に近づくように傾斜していることから、
前側導光板部９３（Ｌ）は、複数のＬＥＤ６６（Ｌ）のそれぞれからの光軸上の光を平面
視で硬貨搬送方向に平行に、下流側かつ下側から上流側かつ上側に向けて照射する。この
ときの照射角度は、前側導光板部９３（Ｌ）の傾斜と同様に搬送面４６に対し０度より大
きく１５度以下（具体的には１０度）となっている。
【００６３】
　延出導光板部１００（Ｌ）は、この延出導光板部１００（Ｌ）と通路幅方向の位置を合
わせているＬＥＤ６６（Ｌ）からの光軸上の光を、基端板部１０２（Ｌ）が前側導光板部
９３（Ｌ）と同様、板厚方向に直交しかつ平面視で硬貨搬送方向に平行をなすように導光
し（図６～図９に示す光路Ｘ１，Ｘ２参照）、その後、先端板部１０３（Ｌ）がこれに設
けられた傾斜面１０５（Ｌ）で反射させることで硬貨搬送方向に対し交差する方向に変換
して硬貨識別位置にある硬貨Ｃに対して延出導光板部１００（Ｕ）とは反対側の他の側方
の下側から通路幅方向に沿って延出導光板部１００（Ｕ）側の一の側方の上側に向けて照
射する（図６～図９に示す光路Ｘ３～Ｘ５参照）。つまり、延出導光板部１００（Ｌ）は
通路幅方向において延出導光板部１００（Ｕ）とは反対の他側に位置する他側導光板部と
なっており、傾斜面１０５（Ｌ）は下流側の導光板６８（Ｌ）の延出導光板部１００（Ｌ
）に形成された下流側光路変換部となっている。
【００６４】
　より詳しくは、先端板部１０３（Ｌ）はＬＥＤ６６（Ｌ）からの基端板部１０２（Ｌ）
に沿う平面視で搬送方向に平行な光軸上の光（図６～図９に示す光路Ｘ１参照）を上面１
０７（Ｌ）で反射させ（図６～図９に示す光路Ｘ２参照）、傾斜面１０５（Ｌ）によって
平面視で通路幅方向に平行な方向に変換して（図６～図９に示す光路Ｘ３参照）、下面１
０８（Ｌ）で反射させることにより（図６～図９に示す光路Ｘ４参照）、端面１０６（Ｌ
）から、平面視で通路幅方向に沿う姿勢のまま通路幅方向の他の側方かつ下側から一の側
方かつ上側に向けて照射する（図６～図９に示す光路Ｘ５参照。光路Ｘ５は硬貨搬送方向
に直交する平面内に配置される）。なお、端面１０６（Ｌ）から大気へ出射する際の屈折
率の違いから出射後は出射直前よりもさらに上向きに傾斜する。図５に示すように、この
出射光の搬送面４６に対する角度θ２（Ｌ）が０度より大きく２０度以下（具体的には１
５度）となるように設定されている。延出導光板部１００（Ｌ）は、搬送面４６の通路幅
方向の延出導光板部１００（Ｌ）側の端から通路幅Ｗの１／４の位置つまりＷ／４の位置
に向けてＬＥＤ６６（Ｌ）からの光軸上の光を照射するようになっている。
【００６５】
　図３に示す反射板６９（Ｌ）は、導光板６８（Ｌ）の平板部９２（Ｌ）の上面全体を覆
っており、配置穴９１（Ｌ）の上部開口を塞いでいる。延出導光板部１００（Ｌ）は反射
板で覆われてはいない。また、光吸収シート７０（Ｌ）は、図示略の支持部材を介して基
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板６５（Ｌ）に取り付けられており、前側導光板部９３（Ｌ）の硬貨識別位置側の下側に
配置され、延出導光板部１００（Ｌ）の下方に配置されている。
【００６６】
　以上に述べた本実施形態によれば、図１に示す硬貨投入繰出部１０に投入された硬貨は
、硬貨投入繰出部１０から繰り出され、フィードユニット２１で駆動されて搬送路２０で
一列状に並べられて搬送される。すると、識別装置部２７においては、図３に示すように
、硬貨Ｃが搬送中に搬送面４６上を移動することになり、識別部５２が硬貨識別位置にお
いてラインセンサ５６により硬貨Ｃの下面の画像を取り込むことになる。
【００６７】
　このとき、照射部５１は、導光板６８（Ｕ）の前側導光板部９３（Ｕ）が光源６７（Ｕ
）からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し硬貨識別位置にある硬貨Ｃに対して搬送方向上
流側かつ下側から搬送方向下流側かつ上側に向け斜めに照射する。これとともに、この前
側導光板部９３（Ｕ）の側部から搬送方向下流側に延出する延出導光板部１００（Ｕ）が
光源６７（Ｕ）からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し傾斜面１０５（Ｕ）で硬貨搬送方
向に対し交差する方向に変換して同じく硬貨識別位置にある硬貨Ｃに対して一の側方かつ
下側から他の側方かつ上側に向けて斜めに照射する。また、導光板６８（Ｕ）の前側導光
板部９３（Ｌ）が光源６７（Ｌ）からの光を硬貨搬送方向に沿って導光し同じく硬貨識別
位置にある硬貨Ｃに対して搬送方向下流側かつ下側から搬送方向上流側かつ上側に向けて
斜めに照射する。これとともに、この前側導光板部９３（Ｌ）の側部から搬送方向上流側
に延出する延出導光板部１００（Ｌ）が光源６７（Ｌ）からの光を硬貨搬送方向に沿って
導光し傾斜面１０５（Ｌ）で硬貨搬送方向に対し交差する方向に変換して同じく硬貨識別
位置にある硬貨Ｃに対して他の側方かつ下側から一の側方かつ上側に向けて斜めに照射す
る。
【００６８】
　このように、光源６７（Ｕ）と、前側導光板部９３（Ｕ）および延出導光板部１００（
Ｕ）からなる導光板部１０１（Ｕ）と、光源６７（Ｌ）と、前側導光板部９３（Ｌ）およ
び延出導光板部１００（Ｌ）からなる導光板部１０１（Ｌ）とによって、硬貨識別位置に
ある硬貨Ｃに対して搬送方向の前後方向（縦方向）および左右方向（横方向）の四方向の
斜め下側から光を照射することができる。よって、部品点数を低減でき、構造を簡素化で
きる上、硬貨Ｃに四方向から光を照射することによって硬貨Ｃの全周に光が回って硬貨Ｃ
の凹凸による模様が鮮明となり識別部５２による識別精度を向上させることができる。延
出導光板部１００（Ｕ）と延出導光板部１００（Ｌ）とで硬貨Ｃに通路幅方向の両側から
光を照射するため、この通路幅方向における光源の設置スペースが不要となり、実装する
際のスペース効率が向上する。
【００６９】
　また、前側導光板部９３（Ｕ）が、光源６７（Ｕ）からの光を上流側かつ下側から下流
側かつ上側に向けて照射し、延出導光板部１００（Ｕ）が、光源６７（Ｕ）からの光を一
の側方かつ下側から他の側方かつ上側に向けて照射することになり、前側導光板部９３（
Ｌ）が、光源６７（Ｌ）からの光を下流側かつ下側から上流側かつ上側に向けて照射し、
延出導光板部１００（Ｌ）が、他の側方かつ下側から一の側方かつ上側に向けて照射する
ことになる。これにより、前側導光板部９３（Ｕ）および延出導光板部１００（Ｕ）から
なる導光板部１０１（Ｕ）と、前側導光板部９３（Ｌ）および延出導光板部１００（Ｌ）
からなる導光板部１０１（Ｌ）の硬貨Ｃへの四方向からの光の照射角度を浅くすることが
容易に可能になり、硬貨Ｃの凹凸により生じる陰影をより際立たせることができる。よっ
て、識別部５２による識別精度をさらに向上させることができる。
【００７０】
　また、先端板部１０３（Ｕ）の主に発光する端面１０６（Ｕ）と、先端板部１０３（Ｌ
）の主に発光する端面１０６（Ｌ）とが互いに平行をなして硬貨搬送方向の位置を合わせ
ているため、照射ムラを抑制しつつ硬貨Ｃに通路幅方向両側から良好に光を照射できるこ
とになる。よって、識別部５２による識別精度をさらに向上させることができる。
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【００７１】
　また、硬貨搬送方向において先端板部１０３（Ｕ），１０３（Ｌ）の端面１０６（Ｕ）
，１０６（Ｌ）の中央位置が識別部５２による硬貨Ｃの硬貨識別位置と一致しているため
、識別部５２による識別精度をさらに向上させることができる。
【００７２】
　また、延出導光板部１００（Ｕ）は搬送面４６の通路幅方向の延出導光板部１００（Ｕ
）側の端から通路幅の１／４の位置に向けて光を照射することになり、延出導光板部１０
０（Ｌ）は搬送面４６の通路幅方向の延出導光板部１００（Ｌ）側の端から通路幅の１／
４の位置に向けて光を照射するため、照射ムラを抑制しつつ硬貨Ｃの下面の通路幅方向の
全体に良好に光を照射することができる。よって、識別部５２による識別精度をさらに向
上させることができる。
【００７３】
　また、導光板部１０１（Ｕ）には、上側に反射板６９（Ｕ）が設けられ下側に光吸収シ
ート７０（Ｕ）が設けられているため、光源６７（Ｕ）からの光の上方への拡散を反射板
６９（Ｕ）で抑制するとともに、光源６７（Ｕ）からの光が識別部５２に直接及ぶことを
光吸収シート７０（Ｕ）で抑制する。よって、光源６７（Ｕ）からの光を効率良く硬貨Ｃ
に照射することができるとともに、光源６７（Ｕ）からの光で識別部５２の識別精度に及
ぼす影響を低減することができる。同様に、導光板部１０１（Ｌ）には、上側に反射板６
９（Ｌ）が設けられ下側に光吸収シート７０（Ｌ）が設けられているため、光源６７（Ｌ
）からの光の上方への拡散を反射板６９（Ｌ）で抑制するとともに、光源６７（Ｌ）から
の光が識別部５２に直接及ぶことを光吸収シート７０（Ｌ）で抑制する。よって、光源６
７（Ｌ）からの光を効率良く硬貨Ｃに照射することができるとともに、光源６７（Ｌ）か
らの光で識別部５２の識別精度に及ぼす影響を低減することができる。
【００７４】
　また、導光板部１０１（Ｕ）を含む導光板６８（Ｕ）と光源６７（Ｕ）と反射板６９（
Ｕ）と光吸収シート７０（Ｕ）とを有する組立体６１（Ｕ）と、導光板部１０１（Ｌ）を
含む導光板６８（Ｌ）と光源６７（Ｌ）と反射板６９（Ｌ）と光吸収シート７０（Ｌ）と
を有する組立体６１（Ｌ）とが共通部品であるため、製造効率の向上が図れるとともに部
品管理が容易になる。
【符号の説明】
【００７５】
　１　硬貨処理装置
　２０　搬送路
　２７　識別装置部
　４５　搬送板
　４６　搬送面
　５１　照射部
　５２　識別部
　６１（Ｕ）　上流側組立体
　６１（Ｌ）　下流側組立体
　６７（Ｕ）　光源（上流側光源）
　６７（Ｌ）　光源（下流側光源）
　６８（Ｕ）　導光板（上流側導光板）
　６８（Ｌ）　導光板（下流側導光板）
　６９（Ｕ）　反射板（上流側反射板）
　６９（Ｌ）　反射板（下流側反射板）
　７０（Ｕ）　光吸収シート（上流側光吸収シート）
　７０（Ｌ）　光吸収シート（下流側光吸収シート）
　９３（Ｕ）　前側導光板部（上流側搬送方向導光板部）
　９３（Ｌ）　前側導光板部（下流側搬送方向導光板部）
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　１００（Ｕ）　延出導光板部（一側導光板部）
　１００（Ｌ）　延出導光板部（他側導光板部）
　１０１（Ｕ）　導光板部（上流側導光板部）
　１０１（Ｌ）　導光板部（下流側導光板部）
　１０２（Ｕ）　基端板部（上流側傾斜板部）
　１０２（Ｌ）　基端板部（下流側傾斜板部）
　１０３（Ｕ）　先端板部（一側平行板部）
　１０３（Ｌ）　先端板部（他側平行板部）
　１０５（Ｕ）　傾斜面（上流側光路変換部）
　１０５（Ｌ）　傾斜面（下流側光路変換部）
　１０６（Ｕ），１０６（Ｌ）　端面（主発光面）
　１０７（Ｕ），１０７（Ｌ）　上面
　１０８（Ｕ），１０８（Ｌ）　下面
　Ｃ　硬貨

【図１】 【図２】
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【図９】
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